
no. 年代 居住 意　　見

1 60 市内在住 平和都市宣言というより、ダイバーシティー、市民憲章という感じがする。

2 30 市内在住 とても素晴らしい。5行目の とりくみ と めざして がひらがななのは違和感

3 50 市内在住

二度と戦争はしません　　　だけ、唐突なので
戦争のない平和な世界を望み、二度と戦争はしません
こんな感じでいかがでしょう。

4 50 市内在住 とても良いと思います

5 60 市内在住

最後に、二度と戦争をしません。とありますが、国と国とが武力で戦うことを戦争
と定義するなら、他国(例えばロシア、北朝鮮、中国等)から武力攻撃された場
合、何も戦う(反撃する)ことができなくなるのではと思います。飛騨市民は、他国
から攻撃・蹂躙されても無抵抗であれということでしょうか?国民(家族)を守るた
めには、戦わなければならない時もあると思います。少なくとも自分は戦うか何か
抵抗をするつもりです。戦争を好きな人はいません。誰もか平和に暮らしたいの
です。でも、愛する人や家族を守るために戦わなければならない時もあります。
よって、最後の「二度と戦争はしません」は、削除したほうがよいと考えます。

6 60 市内在住

「二度と戦争はしません」は、削除すべきと思う。理由は、自衛のための武力行使
も否定することになるから。また、飛騨市が「二度と戦争をしません」と宣言して
も、何の効力も無いと感じるから。憲法９条も同じだけど・・・。

7 30 市内在住

「誰もが安心して夢に挑めるまちを創ります」について、「挑む」を辞書で引くと
「征服しようと、かかっていく。たちむかっていく」「相手にむかって、こちらからしか
ける」との意味があります。「挑戦する」の意味で案に盛り込まれたのでしょうが、
非戦を誓う平和都市宣言において、「挑む」という言葉の使用は不適切ではない
かと思います。「夢に向かえる」「夢に臨める」といった言葉を使用したほうが良
いのではないかと思います。

8 50 市内在住

とてもよい取り組みだと思います。
最終行の「二度と戦争をしません。」が少し唐突な感じがいたします。
飛騨市という小さな自治体が戦争を引き起こす当事者にはなりえないからです。
「次のことに取り組みます」に繋がる文言ではないかもしれませんが、
「戦争のない平和な社会を希求します。」
「戦争のない平和な社会を希求し続けます。」
といった表現はいかがでしょうか。

9 市内在住 別添のとおり。

10 市内在住

パフォーマンスにしか感じません。宣言をすれば平和が守れるのでしょうか？飛騨
市は、戦争に巻き込まれないのでしょうか？飛騨市には、敵が入って来ないので
しょうか?爆弾やミサイルがおちてこないのでしょうか？まあ、高山市等も宣言は
していますが・・・

11 30 市内在住

市民憲章と文言を共有しており、平和都市宣言として目新しさがない
2度と戦争をしないというのは自治体の平和都市宣言の性格からして、行き過ぎ
ているのではないか、戦争そのものを否定することになり、自衛戦争や専守防衛
における防衛行動の否定につながりかねない
先の大戦への反省、国民の被った苦しみ、平和の尊さを訴えるのは大事だが、2
度と戦争をしないというのは、やはり行きすぎている

飛騨市平和都市宣言（案）への意見募集結果






